
事業の認定等

〈
事
業
認
定
申
請
書
の
欠
陥
の
補
正
及
び
却
下
〉

一
第
十
九
条
前
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
認
定
申
詩
書
及
び
そ
の
添
附
書
類
が
同
条
又
は
同
条
に
基
く
建
設
省
令
に
規
定
す
る
方
式
を
欠

一
く
と
き
は
、
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
相
当
な
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
欠
陥
を
補
正
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
百
二

一
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
を
納
め
な
い
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一
2

起
業
者
が
前
市
恨
の
規
定
に
よ
り
欠
陥
の
補
正
を
命
ぜ
ら
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
欠
陥
の
補
正
を
し
な

一
い
と
き
は
、
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
認
定
方
-
蕃
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
趣
旨
】

本
条
は
、
事
業
認
定
・
申
請
書
が
所
定
の
方
式
を
欠
く
と
き
の
補
正
と
、
補
正
を
し
な
レ
場
合
の
却
下
に
つ
い
て
定
め
て
レ
る
。

は
、
申
請
の
実
体
的
な
審
査
に
入
る
前
の
段
階
に
お
い
て
と
ら
れ
る
処
分
で
あ
る
一

【注

公沿

;諮3奪

』
れ
ら

解】

2 

施
行
規
則
二
条
及
び
三
条
が
こ
の
省
令
に
該
当
す
る
。

「
相
当
な
期
間
」
と
は
、
欠
陥
の
内
容
に
応
じ
こ
れ
を
補
正
す
る
の
に
通
常
必
要
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間
を
レ
ぅ
。

3 

正

補ω
補
正
が
あ
っ
て
か
ら
、
正
式
の
受
理
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

算
日
は
、
補
正
後
の
受
理
日
で
あ
る
。

ω
通
説
は
、
三
月
を
経
過
し
て
も
補
正
命
令
が
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
二
七
条
一
項
二
号
が
適
用
さ
れ
る
と
解
し
て
レ
る
(
高
回
目

国
家
九
二
‘
官
何
回
二
二
九
〉
が
、
疑
問
で
あ
る
ハ
ニ
七
条
【
注
解
】
3
参
照
v
。

.4
却

下

議

庁

言

明

弘

Y
F
J
J

一
七
条
三
項
、
二
七
条
一
項
二
号
に
定
め
る
期
間
の
起

~ 

m

d

場

事

「
却
下
」
と
は
申
請
書
の
受
理
の
拒
否
を
い
う
。
却
下
が
あ
っ
て
も
、
改
め
て
申
請
書
を
作
成
し
直
し
て
申
請
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら

(2) れ(1)

る
も
の
で
t土
な
L 、

(3) 

却
下
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
実
体
的
な
審
査
も
な
く
、
ま
た
、
縦
覧
等
の
手
続
も
と
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

〔
一
二
五
条
二
号
〉
は
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。

'
z

い
わ
ゆ
る
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
で
あ
り
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
。

手
数
料

こ
の
却
下
は
、

第20条(事業の認定の要件)

ハ
事
業
の
認
定
の
要
件
)

一
第
一
一
十
条
建
設
は
又
は
都
道
府
県
知
号
、
申
請
に
係

i
ト
E
F
C
U
I
-
u
u
u一ml.ト
ト

Fri.U

一
る
こ
と
が
で
き
る

一

一

事

業

が

第

三

条

各

号

の

一

に

掲

げ

る

も

の

に

関

す

る

も

の

で

あ

る

こ

む

。

一

一
二
起
業
者
が
当
該
葦
禾
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
れ
。

一

三

事

業

計

画

が

土

地

の

適

正

且

つ

合

理

的

な

利

用

に

寄

与

す

る

も

の

で

あ

る

こ

れ

。

一

一一:
i
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・1
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地

を

収

用

し

、

又

は

使

用

す

る

公

益

上

の

必

要

が

あ

る

も

の

で

あ

る

こ

ヤ

一

【
趣
旨
】

i
l
i
l
i
-
-
-
f
i
l
o
-
-
j
i
l
l
i
t
-
-
j
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
i
f
-
-
j
し

、，J

本
条
は
、

土
地
の
収
用
又
は
使
用
に
関
し
て
二
条
に
定
め
る
要
件
を
具
体
的
に
規
定
す
る
条
文
で
あ
る
。
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事業の認定等

必
要
ア
ル
」
こ
と
〈
一
条
〉
を
噂
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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解
釈
論
と
し
て
も
、
美
濃
部
博
士
は
、
認
定
を
与
え
る
か
否
か
を
決

ま
た

す
る
に
は
、
①
「
其
の
申
請
に
係
る
収
用
の
目
的
が
法
律
に
依
り
土
地
収
用
法
を
適
用
し
得
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
居
る
事
業
に
該
当
す

第3.

①
「
其
の
収
用
の
目
的
が
公
益
に
適
す
る
や
否
や
」
及
び
①
「
其
の
目
的
の
為
め
に
特
定
の
起
築
地
に
於
い
て
収
用
を
許

す
こ
と
が
公
益
上
適
当
で
あ
る
や
否
や
」
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
レ
た
(
美
濃
部
一
五
O
Y
美
濃
部
博
士
の
あ
げ
る
①
は

本
条
一
号
に
、
①
は
四
号
に
、
@
は
三
号
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
レ
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
事
業
認
定
の
要
件
は
、
旧
法
と
現
行
法
と
で
基
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
レ
。
現
行
法
は
こ
れ

を
法
文
上
よ
り
明
確
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

、.J二
本
条
は
、
五
条
、
六
条
又
は
七
条
に
よ
る
収
用
又
は
使
用
に
つ
い
て
箪
用
さ
れ
ご
三
八
条
一
司
慌
て
説
替
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
門
諸
行

，a
、令

七
条
〉
。
怠
考
ま
で
に
、
読
替
え
後
の
規
定
を
左
に
掲
げ
る
。
な
お
、
一
号
及
び
二
号
に
つ
レ
て
は
、
読
み
替
え
る
必
要
は
な
く
、
そ
の

る
や
否
や
」
、

ま
ま
の
文
書
で
準
用
さ
れ
る
。

ω
五
条
に
よ
る
収
用
又
は
使
用
(
権
利
の
収
用
又
は
使
用
)
の
場
合

A
三
事
業
計
画
が
権
利
の
目
的
で
あ
り
、
又
は
当
該
権
利
に
関
係
の
あ
る
土
地
、
河
川
の
敷
地
、
海
底
、
水
又
は
立
木
、
建
物
そ
の

他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
-

権
利
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
・
タ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

V

四

(2) 

六
条
に
よ
る
収
用
又
は
使
用
(
立
木
、
建
物
等
の
収
用
又
は
使
用
〉
の
場
合

八

事
業
計
画
が
立
木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(3) 

立
木
、
建
物
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

V

七
条
に
よ
る
収
用
門
土
石
砂
れ
き
の
収
用
)
の
弱
合

事
業
計
画
が
土
地
に
属
す
る
土
石
砂
れ
き
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
A 

四

土
地
に
属
す
る
土
石
砂
か
ト
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

V

門

hz
解
‘~ 

事
業
認
定
庁

建
設
大
臣
が
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
の
は
、
①
事
業
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
が
一
七
条
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
場

合
、
①
都
道
府
県
知
事
が
事
業
の
認
定
を
拒
否
し
た
場
合
(
二
七
条
一
項
一
号
)
又
は
①
都
道
府
県
知
事
が
申
請
受
理
日
か
ら
三
月
を
経
過

し
で
も
事
業
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
一
定
の
手
続
が
と
ら
れ
た
と
き
(
同
条
同
項
二
号
、
同
条
三
市
明
、
四
項
)
の
い

ず
れ
か
の
場
合
で
あ
る
。
右
以
外
の
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
が
事
業
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

2 

事
業
認
定

判
断
資
料

建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
践
の
判
断
資
料
と
し
て
は
、
事
業
認
定
申
請
書
と
そ
の
添
附
窃
煩

(
一
八
条
一
男
二
項
)
が
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
土
地
の
管
理
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
意
見
審
会
二
条
〉
又
は
利
害
関

係
人
の
意
見
書
(
二
玄
条
〉
が
存
す
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
も
判
断
資
料
と
な
る
。
ま
た
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
学
識
経
験
者

安t20条(事象。認定の要件)

の
意
見
聴
取
〈
二
二
条
〉
、
公
聴
会
開
催
に
よ
る
意
見
収
集
ハ
二
三
条
)
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
判
断
資
料
は
こ
れ
ら
明
文
の

規
定
が
あ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
処
分
に
関
す
る
心
証
を
形
成
す
る
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
起
業
者
か
ら
の
事
情
聴
取

結
果
や
提
出
さ
れ
た
関
連
資
料
、
現
地
調
査
等
を
も
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
こ
の
点
に
つ
レ
て
は
、
昭
二
六
・
一
二
・
一
五
管
理
局

長
通
牒
「
土
地
収
用
法
第
=
一
章
事
業
の
認
定
の
規
定
運
用
に
関
す
る
件
」
二
村
を
怠
照
さ
れ
た
い
J
。

(2) 

効
果
裁
量

認
定
権
者
は
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一
号
か
ら
四
号
ま
で
の
要
件
充
足
を
認
め
た
う
え
で
、
な
お
認
定
を
拒
否
す
る
裁
景
継
を
有
す
る
か
。
法
律
が
「
で

き
る
」
と
レ
う
表
現
で
行
政
庁
に
授
権
し
て
い
る
場
合
に
は

一
般
的
に
は
、
処
分
な
す
る
・
し
な
い
の
裁
量
を
与
え
る
趣
旨
で
あ
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事業の認定等

る
、
と
一
応
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
条
の
解
釈
と
し
て
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
つ
判
例
が
あ
る
(
松
原
下
釜
ダ
ム
事
件
東
京
地
判
昭
三

264 

八
-
九
・
一
七
行
集
一
四
|
九
l
一
五
七
五
は
、
「
法
第
二

O
条
は
「
・
・
:
:
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
事
業
が
各
号
の
要
件
を
す
べ

て
具
備
し
て
い
て
も
当
該
事
業
に
つ
き
認
定
を
す
る
と
否
と
は
被
告
の
自
由
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
文
理
上
疑
う
余
地
が
な
レ
。
」
と
し
て

い
る
u
)
。
同
旨
の
学
説
も
あ
る
会
同
国
H
国
宗
九
三
、
高
回
一
四

O
Y
こ
れ
に
対
し
て
、

第 3章

一
般
論
と
し
て
、
杉
村
敏
正
教
授
は
、
行
政
行
為

の
要
件
が
行
政
の
終
局
目
的
を
示
す
公
益
概
念
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
レ
る
場
合
に
は
、
「
で
き
る
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い

て
も
、
理
論
上
、
行
政
庁
が
そ
の
要
件
を
認
定
し
な
が
ら
当
該
行
盈
行
為
を
行
わ
な
い
と
レ
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
要
件
を
認
定
し
た

-
e
ぞ
《

以
上
鶴
来
さ
れ
る
、
と
す
る
〈
杉
村
敏
正
・
法
の
支
配
と
行
政
法
一
九
八
〉
。

こ
の
問
題
は
、
本
条
四
号
が
広
範
な
裁
量
を
認
め
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
号
の
要
件
充
足
を
認
定
し
た
う
え

で
、
な
お
事
業
認
定
を
拒
否
す
る
権
限
を
認
定
庁
に
附
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
特
設
の
事
情
が
存
在
す
る
か
、
の
問
題
で
あ

る
。
例
え
ば
、
申
請
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
土
地
利
用
上
の
合
理
性
や
公
益
性
が
十
分
認
め
ら
れ
る
相
場
合
で
も
‘
当
該
事
業
に
対
L
て

激
し
い
社
会
的
な
反
対
運
動
が
あ
り
、
事
業
認
定
を
す
れ
ば
極
め
て
大
き
な
社
会
的
混
乱
が
予
見
さ
れ
る
場
合
に
、
事
業
認
定
の
時
期

を
遅
ら
せ
て
も
事
態
の
改
善
が
な
い
と
き
に
は
、
認
定
拒
否
デ
る
こ
と
に
合
理
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

外
国
人
居
住
地
区
に
お
い
て
事
業
が
計
画
さ
れ
、
事
業
に
対
す
ぞ
外
国
人
の
反
対
運
動
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
外
交
上
の
重
大
問
題
と
な

っ
た
と
き
に
は
、
外
交
的
配
慮
に
立
っ
て
、
認
定
拒
否
を
す
べ
き
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ケ
1
ス
に
つ
い
て
は
、
認
定
庁
に
認
定
を
拒
否
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

四
号
の
「
公
益

上
の
必
要
」
の
中
に
右
の
よ
う
な
社
会
的
考
慮
や
外
交
的
考
慮
ま
で
含
め
て
解
釈
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
条
柱
書
の
「
で
き
る
」
は

「
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
し
、
逆
に
、
四
号
を
そ
こ
ま
で
広
〈
解
釈
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
柱
番
の
「
で
き
る
」
は

四
号
で
考
慮
す
べ
き
事
項
以
外
の
事
項
を
も
考
慮
し
て
処
分
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
議
論
の
実
益
は
な

レ
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

後
説
が
素
直
な
解
釈
か
と
考
え
ら
れ
る
(
な
お
、
後
説
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
四
号
は
前
記
杉
村
説
の
い
う
「
行
政

， ' 
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た
だ
し

右
の
二
つ
の
ケ
l
ス
の
よ

の
終
局
目
的
を
一
示
す
公
益
続
念
を
も
っ
て
申
止
め
ら
れ
て
い
る
場
合
」
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
じ
)

C

う
に
四
号
で
考
慮
す
べ
き
事
項
以
外
の
事
項
を
本
条
柱
霊
園
に
お
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
生
ず
る
こ
と
は
極

「
で
き
る
」
と
レ
う
文
言
を
根
拠
と
し
た
裁
量
権
の
行
使
は
絞
め
て
例
外
的
に
し
か
認
め
る
べ
き
で

め
て
稀
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

な
い
こ
と
に
特
に
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
右
の
二
つ
の
ケ
1
ス
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
考
慮
事
項
も
含
め
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
事
業
認
定
の
時
期
を
延
ば
す

ハ
文
は
早
め
る
)
と
レ
う
認
定
庁
の
判
断
権
(
認
定
時
期
に
つ
い
て
の
裁
量
権
〉
の
根
拠
を
本
条
柱
書
の
「
で
き
る
」
と
い
う
表
現
に
求
め

る
必
要
は
な
レ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
文
理
上
、
本
条
は
、
認
定
又
は
認
定
拒
否
と
い
う
処
分
自
体
の
裁
量
権
の
根
拠
条
文
で
あ
る
に
と
ど

ま
り
、
処
分
の
時
期
に
つ
い
て
何
ら
言
及
す
る
も
の
で
は
な
レ
か
ら
で
あ
る
ハ
処
分
の
時
期
に
つ
い
て
は
別
途
一
七
条
三
項
に
規
定
が
お
か
れ

て
レ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
項
は
努
力
規
定
に
と
ど
ま
る

oy

(3) 

事
業
認
定
に
関
す
る
処
分
は
、
事
業
の
公
益
性
、
土
地
利
用
の
合
理
性
等
本
条
各
号
に
定
め
る
要
件
の
審
査
を
中
心
と
し
、
極
め
て

例
外
的
に
前
記
仰
の
よ
う
な
考
慮
も
加
え
た
う
え
で
行
わ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
起
業
地
内
の
権
利
関
係
(
例
え
ば
、
地
番
の
境
界
、
縫
刺

第20条(事業の認定の要件)

者
の
氏
名
、
権
利
の
内
容
等
〉
や
当
該
権
利
者
の
特
殊
個
人
的
な
事
情
(
例
え
ば
、
道
路
建
設
後
の
自
動
車
騒
音
を
避
け
る
た
め
病
弱
者
が
転
地

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
情
〉
は
考
取
す
べ
き
事
項
で
な
い
。
広
島
地
判
昭
五
七
・
九
・
一
実
務
提
要
二
六
三

O
は
、
卒
業
認
定
を
行
う
機

関
は
、
被
収
用
地
に
関
す
る
被
収
用
者
や
第
三
者
の
私
法
上
の
権
利
義
務
関
係
の
存
否
に
つ
レ
て
の
判
断
に
は
立
ち
入
る
べ
き
で
は
な

レ
、
と
し
て
い
る
。

3 

一
号
要
件

。L
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「
も
の
に
関
す
る
」
と
の
表
現
が
と
ら
れ
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
三
条
【
注
解
】
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

住
宅
地
区
改
良
事
業
に
つ
き
、
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
誕
認
定
を
受
け
る
場
合
、
住
宅
地
区
改
良
法
二
ハ
条
の
規
定
は
、
本
条
一
号

に
規
定
す
る
「
第
三
条
各
号
の
一
に
掲
げ
る
も
の
」
に
「
住
宅
地
区
改
良
事
業
」
を
置
き
替
え
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
〈
京

I ' 
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都
府
土
木
建
築
部
長
宛
計
画
局
総
務
課
長
・
住
宅
局
宅
地
開
発
課
長
回
答
昭
三
七
・
八
・
二
五
、
京
都
府
知
事
宛
計
商
局
長
・
住
宅
局
長
回
答
昭
三

事業の認定等

七
-
一

0
・
一
五
、
高
橋
町
出
篤
編
著
・
住
宅
地
区
改
良
法
の
解
説
八

O
Y
同
様
規
定
が
土
地
区
画
整
理
法
七
九
条
及
び
都
市
再
開
発
法
六
九

266 

条
に
も
あ
り
、
右
と
同
様
に
解
さ
れ
る
〈
参
照
、

日
本
土
地
区
画
整
理
協
会
・
土
地
区
画
整
理
法
逐
条
討
議
帥
二
三
六
、

建
設
省
都
市
局
都
布
再

第 3~

開
発
課
・
改
訂
四
版
都
市
再
開
発
法
解
説
二
八
七
三

(3) 

一
号
の
判
断
が
磁
東
行
為
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
を
み
な
い
(
柳
瀬
二

O
三
、
中
川
H
守

二
九
五
ハ
荒
秀
U

、
小
高
一
宇
立
六
、
品
開
中
援
事
件
名
古
屋
地
判
昭
四
六
・
四
・
三
O
訟
月
一
七
|
八

l
一一ニ「
'vvo

f

・
収
用
・
税
金
一

O
五
ハ
菊
井
康
郎
〉
・

一
号
は
、
二
号
以
下
と
り
わ
け

四
号
と
明
瞭
な
表
現
上
の
差
異
が
あ
り
、
認
定
庁
に
判
断
の
自
由
を
与
え
る
余
地
が
全
く
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
た
め
、
右
の
よ

う
に
異
論
が
生
じ
て
い
な
レ
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
三
条
各
号
の
表
現
を
仔
細
に
点
検
す
る
と
、
認
定
庁
に
裁
量
の
余
地
が
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
号
が
存
在
す
る
。
例

え
ば
、
二
号
で
あ
る
。
同
号
は
「
zi--
そ
の
他
公
共
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
河
川
:
・
:
・
」
と
規
定
し
て
お
り
、
認
定
庁
は
、
申
請
に
係

る
河
川
が
公
共
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
河
川
が
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
判
断
に
裁
量
の
余
地
を
認
め
ざ
る
を
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
五
号
は
、
「
国
:
:
:
が
設
置
す
る
農
業
用
道
路
:
:
:
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
」
と
規
定
し
て
お
り
、

「
こ
れ
に
準
ず
る
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
の
余
地
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
同
様
の
表
現
は
、
二
一
号
(
「
準
ず
る
」
)
、
三
五
号

円
「
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
)
等
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

一
号
該
当
性
の
判
断
は
、
単
純
に
一
律
に
寝
東
行
為
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
三
条
各
号

の
規
定
の
仕
方
、
さ
ら
に
は
同
条
各
号
で
引
用
さ
れ
て
い
る
他
の
法
律
の
規
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、

し
て
み
れ
ば
、

一
定
の
範
囲
に
お
い
て
認
定
庁

の
裁
量
な
い
し
判
断
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

4 
(I) 

号
要
件

二
号
要
件
の
具
備
の
有
無
は
、
①
法
的
な
観
点
〔
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
免
許
、
許
可
、
認
可
等
の
処
分
を
要
す
る
場
合
に
、
こ
の
処
分
を
受

け
て
い
る
か
ど
う
か
‘

受
け
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
一
八
条
二
項
六
号
又
は
二
一
条
の
行
政
機
関
の
意
見
書
の
内
容
か
ら
見
て
起
業
者
に
右
の
処
分

が
行
わ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

事
業
の
施
行
前
に
、

路
線
の
認
定
(
道
路
法
七
条
〉
、
河
川
指
定
ハ
河
川
法
四
条
、
五
条
〉
、

工
事
の
告
示
ハ
道
路
法
施
行
令
二
条
〉
、
設
備
計
画
の
策
定
(
高
速
自
動
率
国
道
法
五
条
〉
等
の
手
続
が
法
律
上
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
こ
れ
ら
の
手

続
が
履
践
さ
れ
た
か
ど
う
か
等
)
、
①
資
金
面
(
予
算
上
の
措
霞
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
五
筒
年
計
図
等
の
長
期
計
画
が
あ
る
場
合
に
は
中

請
に
係
る
事
業
が
そ
れ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
等
て
①
組
織
・
人
員
の
観
点
ハ
起
業
者
の
擁
す
る
組
織
、
人
民
か
ら
み
て
起
業
者
に
は
申

請
に
係
る
事
業
を
遂
行
す
る
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
)
等
か
ら
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、

「
能
力
」
と
は

事
業
を
施
行
す
る
法
的
、
経
済
的
、
実
際
的
ハ
企
業
的
)
能
力
を
指
祢
す
る
、
と
の
判
例
が
あ
る
〈
新
東
京
国
際
空
港
事
件
東
京
地
判
昭
五

九
・
七
・
六
判
時
一
一
一
一
五
|
二
五
、
東
京
地
判
平
二
・
四
・
二
ニ
判
白
治
七
四
|
六
三
〉
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
昭
和
二
六
・
=
了
一
五
の
管
理
局
長
通
達
「
土
地
収
用
法
第
三
章
事
業
の
認
定
の
規
定
巡
用
に
臼
す
る
件
」

一
一
切
で
は
、
「
起
業
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
は
そ
の
議
会
の
議
決
の
有
無
、

式
に
意
思
が
決
定
さ
れ
て
い
る
や
否
や
等
に
留
意
し
て
起
業
者
の
意
思
を
確
め
、
文
当
該
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
行
政
報
関
の
許
可
、

一
般
法
人
で
あ
る
場
合
は
当
該
法
人
と
し
て
正

当
該
事
業
の
施
行
に
必
要
な
財
源
に
対
す
る
措
置
の
有
無
等
に
留
意
し
、
事
業
遂
行
の
能
力
を
確
む
る
等
致
さ
れ
た
レ
」
と
さ
れ
て
い

る。

第20条(事業の認定の要件)

道

路

に

関

す

る

事

業

に

つ

レ

て

は

、

事

業

認

定

に

保

し

て

、

す

な

わ

ち

、

路

隷

の

認

定

(

道

路

法

五

条
・
七
条
・
八
条
可
道
路
区
域
の
決
定
(
同
法
一
八
条
一
刊
さ
、
道
路
工
事
の
告
示
〈
悶
法
飽
行
令
二
条
〉
等
の
手
続
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
が

賠

践

さ

れ

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

レ

の

か

、

に

つ

い

て

若

干

疑

義

が

あ

る

。

旧

道

路

法

施

行

令

一

O
条
の
ニ
〈
現
送

果
た
し
て
道
路
法
上
の
手
続
、

旧
法
下
の
判
例
は
、

路
法
施
行
令
二
条
に
相
当
す
る
。
U

の
規
定
に
よ
る
工
事
の
告
示
を
し
な
け
れ
ば
事
業
認
定
を
受
け
る
権
限
が
な
レ
と
す
る
ハ
行
判
昭
=
了

五
・
六
行
録
四
八
|
一
コ
二
O

一
方
で
、
土
地
細
目
の
公
告
は
路
線
が
定
ま
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な
レ
も
の
で
は
な
い

と
し
へ
行
判
昭
八
・
一
二
・
二
三
行
日
比
四
四

l
一二

O
六
。
事
案
は
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
き
旧
道
路
法
施
行
令
二
条
に
基
づ
く
町
会
の
諮
問
を
経
な
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事業の認定等

い
ま
ま
に
収
用
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
違
法
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。
)
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
レ
な
か
っ
た
り
学
説
と
し
て
は
ー

268 

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
美
濃
部
達
士
口
・
昭
和
八
年
度
公
法
判
例
評
釈
ご
ニ
四
|
|
右
の
行
判
昭
八
・
=
了
二
三
を
批
判
し
、

路
線
が
未
定
の
ま
ま
で
土
地
細
臼
の
公
告
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
①
土
地
収
用
法
実
務
研
究
会
・
土
地
収
用
法
一
問
一

答
八
二
|
|
道
路
区
域
の
決
定
が
な
レ
か
ら
と
レ
っ
て
事
業
認
定
を
行
え
な
い
も
の
で
は
な
レ
が
、
道
路
区
域
決
定
制
度
の
趣
旨
か
ら

第3*

い
っ
て
早
期
に
区
域
の
決
定
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
が
多
い
。
①
大
場
民
男
「
道
路
用
地
の
買
収
と
道
路
法
上
の
手
続
の
要

否
」
月
刊
用
地
一
九
八
五
年
九
月
号
一
九
|
|
道
路
区
域
の
決
定
は
、
事
業
認
定
の
要
件
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
権
利
取
得
裁
決

時
ま
で
に
は
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

思
う
に
、
前
記
の
手
続
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
手
続
は
路
線
を
特
定
す
る
行
為
で
あ
り
道
路
法
上

の
管
理
行
為
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
有
財
産
を
剥
奪
す
る
た
め
の
事
業
認
定
と
レ
う
処
分
を
す
る
に
際
し

て
は
、
当
然
こ
の
手
続
を
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
解
す
・
へ
き
で
あ
ろ
う
(
な
お
、
事
業
認
定
の
要
件
と
し
て
路
線
の
認
定
が
必
要
で
あ
る

か
と
い
う
川
題
は
、

二
号
要
件
該
当
性
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
一
号
要
件
該
当
性
ハ
コ
一
条
一
号
該
当
性
)
の
問
題
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ

るの〉。

そ
れ
以
外
の
道
路
法
上
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
認
定
に
際
し
て
、
こ
れ
を
了
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
レ
こ
と
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
必
須
の
要
件
で
は
な
レ
と
思
わ
れ
る
。

「
事
業
遂
行
の
意
思
と
能
力
」
と
レ
う
の
は
、
事
業
認
定
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
業
を
遂
行
す
る
意
思
と
能
力
を
い
う

が
、
例
え
ば
奥
地
の
住
宅
団
地
設
営
事
業
と
そ
こ
に
至
る
道
路
の
建
設
事
業
の
よ
う
に
、
こ
の
事
業
と
不
可
避
的
に
密
接
に
関
連
す
る

な
~‘ 4。

事
業
に
つ
レ
て
は
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
意
思
と
能
力
の
審
査
を
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
道
路
建
設
事
業
に
対
す
る
下
流
河

川
改
修
事
業
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
密
接
関
連
事
業
と
は
い
え
ず
、
前
者
の
事
業
認
定
申
請
の
審
査
に
お
い
て
、
後
者
の
遂
行
意

思
・
能
力
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
は
な
い
、
と
の
判
例
が
あ
る
(
名
古
屋
高
金
沢
支
判
町
六
三
・
四
・
二
一
一
戦
例
土
地
法
土
地
収
用
法
八
九

七・

m
m
u
。

二
号
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
璃
束
行
為
で
あ
る
と
す
る
説
(
柳
瀬
ニ

O
回
、
中
川
H
紫
子
・
収
用
・
税
金
一

O
五
ハ
菊
弁
康
郎
〉
と

か仲

裁
量
行
為
で
あ
る
と
す
る
説
(
中
川
目
兼
子
・
収
用
・
税
金
二
九
六
ハ
荒
秀
)
)
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
判
例
は
、
鶴
来
行
為
と
す
る
も
の

〈
輪
中
疑
事
件
名
古
屋
地
判
昭
四
六
・
四
・
三

O
〔

3
帥
参
照
己
、
裁
量
の
余
地
を
含
ん
で
い
る
が
寵
束
さ
れ
て
い
る
〈
い
わ
ゆ
る
源
束
裁
量
行

為
〉
と
す
る
も
の
ハ
松
原
下
室
ダ
ム
事
件
東
京
地
判
昭
三
人
・
九
二
七

(
2
助
参
照
己
と
が
あ
る
。
新
東
京
国
際
空
港
事
件
東
京
地
判
昭
五

九
・
七
・
六
ハ

ω参
照
〉
は
、
麗
東
行
為
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

思
う
に
「
充
分
な
意
思
と
能
力
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

「
充
分
」
と
い
う
よ
う
な
不
確
定
概
念
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
た
要
件
の
判

断
に
は
一
定
の
幅
を
認
め
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
限
り
で
判
断
の
余
地
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以
下
、
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
事

案
を
例
に
と
ろ
う
。
前
記
松
原
下
笠
ダ
ム
事
件
に
関
す
る
東
京
地
判
は
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
四
条
の
基
本
計
画
が
作
成
さ
れ
ず
、
ま

た
発
電
事
業
者
が
確
定
し
て
い
な
い
段
階
で
、
発
電
目
的
を
含
む
特
定
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
事
業
の
申
請
が
さ
れ
、
こ
れ
を
認
定
し
た

処
分
に
つ
レ
て
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
こ
れ
も
や
む
を
え
な
い
と
し
て
、
適
法
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
申
請
は
、
同

法
の
定
め
る
ダ
ム
建
設
手
続
の
う
ち
、
事
業
の
出
発
点
を
な
し
、
か
っ
、
最
も
根
幹
的
な
手
続
で
あ
る
基
本
計
闘
の
作
成
を
欠
レ
て
お

り
、
加
う
る
に
発
電
事
業
者
が
確
定
し
て
い
な
レ
の
に
発
電
を
も
含
む
ダ
ム
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
土
地
収
用
と

い
う
国
民
の
権
利
を
削
剥
奪
す
る
処
分
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
の
履
行
が
あ
る
ま
で
は
起
業
者
に
充
分
な
意
思
と
能
力

第20条(事業の認定の要件〉

が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
手
続
が
終
了
す
る
ま
で
認
定
を
留
保
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
判
断
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
‘
そ
の

判
断
に
も
十
分
な
合
理
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
認
定
を
し
な
レ
で
留
保
し
て
お
く
こ
と
、
あ
る
レ
は
相
当

期
間
内
に
手
続
の
履
行
が
な
い
と
き
に
は
認
定
拒
否
処
分
ま
で
す
る
こ
と
も
、
適
法
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
起
業
者
の
不

作
為
の
違
法
確
認
の
訴
え
又
は
認
定
拒
否
処
分
取
消
し
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
可

一
定
の
判
断
の
余
地
を
承
認
せ
ざ
る
を
え

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
右
の
場
合
「
充
分
な
意
思
と
能
力
」
の
有
無
に
つ
い
て
、
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な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
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ω
土
地
収
用
制
度
は
、
必
持
か
朴
詮
と
な
る
事
業
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
土
地
を
強
制
的
に
取
得
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
事
業

認
定
庁
は
、
事
業
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
右
の
「
公
共
の
利
益
」
の
大
き
さ
・
程
度
に
つ
い
て
判
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
の
過
程
に
お
い
て
、
収
用
を
認
め
る
と
す
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
諸
々

の
利
益
を
考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
レ
か
な
い
か
ら
、
結
局
、
事
業
認
定
庁
と
し
て
は
、
「
公
共
の
利
益
」
と
「
失
な
わ
れ
る
利
益
」
と

の
双
方
を
比
較
街
盆
し
た
う
え
で
、
収
用
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
と
レ
う
判
断
過
程
を
と
る
の
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る

第3.

と
思
わ
れ
る
。

的
三
号
要
件
は
、
「
当
該
土
地
ハ
起
業
地
〉
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
公
共
の
利
益
」
と
、
「
当
該

土
地
が
そ
の
事
業
の
周
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
私
的
な
レ
し
公
共
の
利
益
」
と
を
比
較
衡
量
し
、
前
者
が
後
半
世
に
優
越

す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
判
断
は
、
事
業
計
画
の
内
容
、
そ
の
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き

公
共
の
利
益
、
起
業
地
の
現
在
の
利
用
状
況
、
そ
の
有
す
る
私
的
な
い
し
公
共
的
価
値
等
に
つ
レ
て
、
総
合
的
な
判
断
と
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

)判
~例
以上

ぞ去
鴫;趣
q::.‘. b 

と足
す解

売釈
ー '11:

刀言

さ
れ
た
の
ti. 

日
光
太
郎
杉
事
件
の
一
審
判
決
〈
宇
都
宮
地
判
昭
四
四
・
四
・
九
行
集
ニ
O
|
四
|
三
七

こ
の
解
釈
は
、
も
と
も
と
、
同
事
件
に
お
け
る
被
告
建
設
大
臣
側
に
お
レ
て
主
張
さ
れ
て
レ
た
も
の
で

あ
る
ハ
訟
月
一
四
|
五
l
四
六
九
〉
が
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
旧
法
時
代
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
四
条
地
の
収
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
こ
の
利
益
衡

量
と
い
う
方
法
論
が
一
般
に
採
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
(
旧
法
二
条
ノ
ニ
の
改
正
案
説
明
さ
ハ
四
条
【
注
解
】
3
参
照
)
、
武
井
H
田
中

ふ

え

ん

四
八
一
乳
、
美
濃
部
二
二
一
、
田
口
六
五
、
高
田
H
国
宗
五
O
U
、
右
判
決
は
、
こ
れ
を
二

O
条
三
号
の
解
釈
一
般
に
数
街
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
解
釈
は
、
以
後
、
下
級
審
で
は
あ
る
が
、
判
例
上
踏
襲
さ
れ
て
き
て
お
り
〈
日
光
太
郎
杉
事
件
控
訴
審
判
決
〈
東
京
高

判
昭
四
八
・
七
・
二
ニ
行
集
二
回
|
穴
・
七
1
五
三
三
円
西
大
津
バ
イ
バ
ス
事
件
大
洋
地
割
昭
五
八
・
一
一
・
二
八
訟
月
一
ニ
O
l
五
|
八
五
回
、
新
東

京
同
際
時
半
.
批
也
事
件
東
京
地
判
昭
五
九
・
七
・
ι

ハ
判
時
一
一
一
一
五
|
二
五
、

そ
の
控
訴
審
東
京
高
判
平
四
・
一

0
・
二
三
判
タ
入
O
ニ
l
七
七
、

長
野
地

判
昭
六
一
・
五
・
一
千
五
判
例
土
地
法
土
地
収
用
法
八
九
七
・

2
、
金
沢
地
判
昭
六
一
・
一
二
・
二
二
判
自
治
二
九
|
六
五
、
東
京
地
判
平
二
・
四
・
一

=
一
判
自
治
七
四
l
六
三
、
水
戸
地
判
平
三
・
九
・
一
七
判
自
治
九
三
1
八
六
、
東
京
地
判
平
五
・
一
一
・
二
九
判
自
治
一
二
五
l
六
五
可

確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
レ
え
る
。
学
説
に
も
異
論
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
後
述
の
と
お
り
ハ
似
白
色
@
)
、
代
替
案
の
比
較
は

三
号
要
件
の
問
題
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
四
号
要
件
の
問
題
で
あ
る
か
に
つ
レ
て
は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、

ほ
と
ん
ど

三
号
要
件
に
関
す
る
右
の
よ
う
な
解
釈
に
伏
在
す
る
基
本
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
ハ

ω②〉。

ωω
の
解
釈
に
つ
い
て
、
比
較
衡
量
の
対
象
と
す
べ
き
利
益
な
い
し
価
値
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
及
び
比
較
衡
量
の
方

法
い
か
ん
の
こ
点
か
ら
、
以
下
具
体
的
に
検
討
す
る
。

比
較
衡
金
の
対
象
と
す
べ
き
利
益
・
価
値

@①  

「
当
該
土
地
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
公
共
の
利
益
」
と
は
、
そ
の
事
業
が
施
行
さ
れ
る
こ

第20条(事業の認定の要件)

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
を
い
う
。
こ
の
「
公
共
の
利
益
」
の
質
は
、
事
業
一
の
種
類
に
よ
っ
て
種
々
で
あ
る
ハ
円
滑
な
道
路

交
通
の
確
保
、
洪
水
の
防
御
、
電
力
供
給
等
々
〉
。
「
公
共
の
利
益
」
の
大
き
さ
は
、
そ
の
事
業
の
必
要
性
の
程
度
や
受
益
の
及
ぶ
地
域
的

又
は
人
的
自
国
の
広
狭
等
に
応
じ
て
異
な
る
。
事
業
目
的
の
一
部
と
し
て
一
伺
の
企
業
の
た
め
の
需
要
に
応
ず
る
こ
と
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
以
っ
て
直
ち
に
事
業
自
体
の
公
益
性
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
レ
ハ
送
電
線
新
設
工
事
に
つ
い
て
大

洋
地
判
昭
五
三
・
一

0
・
二
ハ
判
タ
三
七
二
l
一
二
C
。

一
般
に
公
共
事
業
は
、
事
業
の
種
類
に
応
じ
て
、
特
有
の
計
画
手
法
が
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
将

来
の
時
点
に
お
け
る
計
画
交
通
量
(
そ
の
推
計
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
予
測
手
法
が
あ
る
J

を
基
準
と
し
て
、
道
路
の
ラ
ン
ク
付
け
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
車
線
数
、
幅
員
等
の
杭
造
話
元
が
決
定
さ
れ
る
(
道
路
構
造
令
参

muc

河
川
に
つ
レ
て
は
、
過
去
の
洪

ま
た
、
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水
流
量
等
か
ら
計
画
高
水
流
量
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
を
流
下
さ
せ
る
仏
必
要
な
河
積
を
確
保
す
る
た
め
に
、

し
ゅ
ん
せ
つ
量
、
堤
防
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事業の認定等

の
高
さ
等
の
諸
元
が
決
め
ら
れ
る
(
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
多
照
)
。
こ
の
よ
う
に
、
計
画
交
通
量
や
計
画
高
水
流
量
は
事
業
計
画
の

根
幹
を
な
し
て
レ
る
わ
け
で
あ
る
の
で
、
三
号
の
審
査
に
お
レ
て
は
、
こ
れ
ら
が
計
画
論
と
し
て
妥
当
な
り
や
否
や
〔
過
大
で
な
レ

272 

か
、
逆
に
過
少
に
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
か
等
)
の
審
査
が
経
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
い
か
ん
に
よ
っ
て
、

「
当
該
土
地
が
そ
の
事
業
の

~3章

用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
べ
き
公
共
の
利
益
」
の
大
き
さ
に
つ
い
て
の
判
断
が
異
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
起
業
地
の

範
囲
が
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
ハ
後
述
②
@
参
照
〉
に
つ
レ
て
の
判
断
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
旧
法
下
の
判
例

に
は
、
道
路
勾
配
、
雪
申
告
防
止
、
道
路
延
長
、
曲
線
半
径
、
幅
員
、
洪
水
の
お
そ
れ
、
融
雪
期
の
早
さ
、
利
用
価
値
、
維
持
費
、
跳

望
な
ど
、
い
ず
れ
の
点
で
も
、
現
在
路
線
を
作
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
上
、
積
雪
時
も
そ
れ
以
外
の
持
も
現
在
路
線
の
方
が
良
道
で

あ
る
場
合
に
は
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
変
更
路
線
を
新
築
す
る
の
は
公
共
の
利
益
と
な
る
べ
き
事
業
に
該
当
し
な
い
、
と
す
る
も

の
が
あ
る
〈
行
判
昭
一
九
・
七
・
八
行
録
五
五
|
一
一

00
判
例
批
評
と
し
て
ジ
ュ
リ
収
用
百
選
八
円
柳
瀬
良
幹
〉
が
あ
る

o
y

ま
た
、
近
年
、
公
共
事
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音
、
振
動
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
渇
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
環
境
保
全
策
レ
か
ん
を
審
査
し
た
う
え
で
な
お
発
生
す
る
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
右
の
「
公
共
の
利
益
」
か
ら
控
除
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
レ
。

@ 

他
方

「
当
該
土
地
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
私
的
な
い
し
公
共
の
利
益
」
に
つ
い
て
は
、

'つ
ぎ

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

@ 

「
当
該
土
地
」
と
は
起
業
地
(
事
業
を
施
行
す
る
土
地
〉
全
体
を
い
う
の
で
あ
り
、
各
土
地
所
有
者
に
属
す
る
個
別
の
土
地
を
指
す

の
で
は
な
レ
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
衡
量
の
対
象
と
な
る
利
用
は
、
起
業
地
内
の
個
別
の
土
地
の
有
す
る
価
値
を
総
計
し
た
も
の
で

あ
る
。

@ 

失
わ
れ
る
「
私
的
な
利
益
」
と
し
て
は
、
土
地
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
居
住
の
利
益
、

等
の
利
益
て
信
仰
上
・
宗
教
上
の
利
益
(
長
野
地
判
昭
六
一
・
五
・
一
五
判
例
土
地
法
土
地
収
用
法
八
九
七
・

2
〉
等
種
々
の
も
の
が
あ

経
済
的
利
益
ハ
営
業
、
営
袋
、
山
法
経
営

る
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お
り
ハ
2
帥
〉
、
特
殊
個
人
的
な
事
情
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
a

@
「
失
わ
れ
る
利
益
」
と
し
て
は
「
私
的
な
利
益
」
の
み
な
ら
ず
「
公
共
の
利
益
」
も
含
ま
れ
る
。
前
記
日
光
太
郎
杉
事
件
の
一
審

及
び
控
訴
審
の
判
決
は
、
「
景
観
的
・
風
致
的
・
宗
教
的
・
歴
史
的
・
学
術
的
文
化
価
値
」
や
「
環
境
の
保
全
」
も
こ
れ
に
含
め
ら

れ
た
例
で
あ
り
、
西
大
津
バ
イ
パ
ス
事
件
の
大
津
地
判
は
宗
教
的
文
化
的
価
値
が
含
め
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み

て
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
文
化
財
に
つ
い
て
も
そ
の
文
化
的
価
値
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、

森
林
、

原

野
、
海
浜
地
等
の
有
す
る
環
境
的
価
値
な
い
し
自
然
保
護
上
の
価
値
等
も
右
の
「
公
共
の
利
益
」
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

が
近
年
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

右
に
関
連
し
て
、
私
的
な
権
利
の
帰
属
主
体
に
す
ぎ
な
い
土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
も
事
業
認
定
に
対
す
る
抗
告
訴
訟
に
お
い
て

か
か
る
「
公
共
の
利
益
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
違
法
理
由
と
し
て
主
張
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
レ
る
(
日
光
太
郎
杉
事
件
一
審
判
決
は
、

国
立
公
閣
の
「
特
別
保
護
地
区
と
し
て
の
景
何
回
が
害
さ
れ
る
等
と
い
う
原
告
の
右
主
張
は
:
:
:
土
地
の
特
質
に
関
す
る
主
張
と
し
て
理
解
さ
れ
る
ベ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
右
は
、
違
法
理
由
の
存
在
に
関
す
る
実
体
的
事
項
に
関
す
る
主
張
に
外
な
ら
な
い
」
と
し
、
同
事
件
控
訴
審
判
決
、
西
大
津
バ

第20条(事業の認定の要件)

土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
以
外
の
者
は
、
収
用
手
続
上
の

当
事
者
と
な
ら
ず
、
本
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
訴
え
の
利
益
を
欠
き
、
訴
訟
を
以
っ

て
、
右
の
違
法
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
レ
ハ
二
ニ
三
条
【
後
注
】
口

ω多
照
〉
。

イ
パ
ス
事
件
大
洋
地
判
も
こ
れ
を
当
然
の
前
提
と
す
る
。
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、

@ 

当
該
土
地
の
現
在
の
利
用
状
況
を
前
提
と
し
た
利
益
の
み
な
ら
ず
将
来
の
利
用
可
能
性
を
見
込
ん
だ
利
益
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
同
じ
農
地
で
あ
っ
て
も
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
と
市
街
化
調
整
区
域
内
の
長
地
と
で
は
、
利
用
可
能
性
を

ま
っ
た
く
異
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
有
す
る
利
益
・
価
値
は
異
な
る
〈
前
者
は
宅
地
と
し
て
直
ち
に
利
用
可
能
で
あ
る
の
で
宅
地
見
込

地
と
し
て
の
利
用
価
値
を
有
し
、
後
者
は
そ
の
よ
う
な
利
用
価
値
は
な
く
、
専
ら
蝿
民
地
と
し
て
の
利
用
価
値
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
。
〉
。
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@ 

起
業
地
内
の
各
土
地
は
、
そ
の
利
用
状
況
〈
利
用
可
能
性
も
含
め
〉
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
る
利
益
の
大
き
さ
が
異
な
る
。
必
ず
し
も
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.3. 事業の~定等

一
般
的
に
は
、
宅
地
、
農
地
、
山
林
、
原
野
荒
地
の
願
番
で
失
わ
れ
る
利
益
が
小
さ
く
な
る
と
い
え
よ
う

274 

一
け
れ
い
が
の
場
合
に
は
事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
家
屋
の
移
転
を
そ
く
さ
れ
披
収
用
者
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
場
合
が
多
い
か
ら
、
他
の
地
目
に
比
し
て
右
の
利
益
が
最
も
大
き
レ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
原
野
荒
地
の
如
き
は
、
そ

の
よ
う
な
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
地
目
の
土
地
で
あ
っ
て
も
優
良
地
(
例
え
ば
優
良
農
地
〉
と
し
か
ら

ざ
る
土
地
ハ
例
え
ば
収
量
の
少
な
い
食
地
〉
と
で
は
、
そ
の
有
す
る
価
値
・
利
益
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
号
を
利
益
の
比
較
衡

量
論
こ
よ
っ
て
運
用
す
る

E
Z、
特
定
の
道
路
事
業
も
そ
の
起
築
地
内
に
宅
地
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
一
ゴ
日
目
ー

な
い
れ
、
こ
れ
が
含
ま
れ

γUい
場
合
に
は
三
号
要
件
の
充
足
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
、
と

@ 

川
内
川
口
れ
は
た
っ
て
、
紛
争
当
事
者
双
方
の
利
益
状
況
を
比
較
衡
量
し
て
こ
れ
に
よ
リ
ゴ
パ
妥
当
性
を
指
標
と
し
て
先

ず

結

論

を

出

し

こ

の

結

論

を

理

由

づ

け

る

た

め

の

理

論

構

成

と

吐

い

づ

い

詩

要

な

も

い

は

げ

は

は

F

d将
校

門

医

七

日

目

一

訪

れ

れ

い

γの
解
釈
論
と
し
て
も
基
本
的
人
権
と
公
共
の
福
祉
と
が

衝
突
す
る
?
に
利
益
の
比
較
衡
量
論
が
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
利
益
げ
比
較
役
量
と
い
う
方
法
論
は
、
一
定

の

判

断

方

式

を

意

味

す

る

も

の

で

は

あ

つ

い

い

は

山

凶

作

げ

!

日

サ

リ

ド

日

日

目

竹

れ

い

口

は

げ

ト

ー

ト

ロ

ジ

ー

を

主

援

す

る

も

の

に

す

き

‘

ら

、

結

論

を

予

見

す

る

こ

と

が

舞

し

く

な

る

と

い

ま
く
具
体
的
な
利
益
状
況
の
レ
か
ん
に
よ
っ
て
結
論
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
る
カ

う
問
題
ハ
こ
の
予
見
困
難
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
岡
村
悦

7
H芝
池
義
一
「
日
光
太
郎
杉
事
件
控
訴
審
判
決
」
立
命
館
法
学
-
九
七
三
年
ぬ

5

6

五
六
六
が
あ
る
J
が
あ
る
。
本
号
の
解
釈
と
し
て
前
述
の
よ
う
な
比
較
衡
量
論
を
と
る
翌
日
に
は
;
れ
と
同
緩
の
問
題
が
生
ず

る
の
で
あ
っ
て
、
制
で
述
ベ
た
解
釈
論
に
お
し

γ

て
、
①
で
分
析
し
た
具
体
的
な
利
益
な
い
し
は
価
値
を
と
う
レ
ラ
尺
度
-
基
準
で
比

z
e日

E
-
J
R
h
・

較
す
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
え
方
が
示
き
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
十
分
に
有
効
な
方
法
論
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
私
法
の
分
野
に
お
け
る
利
益
衡
置
の
場
合
と
は
異
な
り
、
本
法
の
事
業
認
定
の
要
件
を
め
ぐ
る
利
益
衡
量
に
お

い
て
は
、
事
皆
無
の
有
す
る
公
共
の
利
益
と
い
う
国
家
的
・
社
会
的
・
地
緩
的
・
集
団
的
な
利
益
と
、
当
該
土
地
に
つ
い
て
被
収
用
者

「
利
益
の
質
」
を
異
に
し
て
レ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
利
益

の
有
す
る
個
人
的
な
利
益
と
は
、
い
わ
ば
「
利
益
の
レ
ベ
ル
」

を
相
互
に
比
較
衡
量
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
果
た
し
て
可
能
な
の
で
あ
る
か
、
理
論
上
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
間

題
は
、

っ
き
つ
め
れ
ば
法
的
価
値
を
め
ぐ
る
法
哲
学
的
な
問
題
に
ま
で
た
ど
り
つ
く
も
の
で
あ
り
、
決
め
手
が
あ
る
わ
け
で
は
な
レ

(
例
え
ば
、
環
境
価
値
を
緩
め
て
4
9
要
視
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

公
害
発
生
型
の
公
共
事
業
に
関
す
る
事
業
認
定
を
違
法
と
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る

で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
こ
れ
を
余
り
重
要
視
し
な
い
者
は
、
適
法
と
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る
で
あ
ろ
う
臼

こ
の
場
合
、
環
境
価
値
を
ど
の
程
度
重
視
す

ペ
き
か
に
つ
い
て
何
人
に
も
合
意
さ
れ
た
絶
対
的
基
郡
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
J
。
我
々
は
、
価
値
相
対
主
義
の
立
場
に
立
つ

て
、
社
会
に
支
配
的
な
価
値
観
が
何
辺
に
あ
り
や
を
探
究
し
、
こ
れ
を
比
較
衡
量
の
基
単
と
す
る
こ
と
を
も
っ
て
満
足
す
る
ほ
か
は

な
い
。
こ
の
意
味
で
、
前
記
日
光
太
郎
杉
事
件
一
審
判
決
が
当
該
事
案
に
関
す
る
国
民
各
層
の
意
見
を
引
用
し
、
こ
れ
を
裁
判
所
の

価
値
判
断
の
裏
付
け
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
的
価
値
観
を
容
易
に
見
出
し
難
い
場

合
に
は
、
事
業
認
定
庁
は
、
行
政
府
と
し
て
三
号
要
件
該
当
性
に
つ
い
て
政
策
的
決
断
を
す
る
ほ
か
は
な
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
よ

OJ20条〈事業の認定の要件〉

う
な
若
干
の
補
助
的
な
考
え
方
を
示
す
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

@ 

起
業
地
の
範
問
は
必
要
最
小
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
ハ
行
判
大
八
・
一

0
・
一
行
録
三

0
1七
六
九
て
事
業
の
た
め
に
不
可
欠
で
な

く
、
あ
っ
た
方
が
よ
レ
と
い
っ
た
程
度
の
土
地
は
、
起
業
地
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
レ
。
ま
た
、
土
地
所
有
権
を
全
面
的
に
剥
奪

す
る
必
要
が
な
レ
場
合
に
は
、
土
地
の
使
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
土
地
の
収
用
ま
で
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い

(
比
例
原
則
〉
。
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道
路
等
の
緩
衝
緑
地
帯
の
如
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。

道
路
の
場
合
に
は
道
路
構
造
A
V
に
お

ま
ず
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事業の認定等第3$

ρ
て
沿
道
の
生
活
環
境
の
誌
を
図
る
目
的
だ
け
で
は
な
く
道
路
交
通
環
境
自
体
の
整
備
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
一
定
の
道
路
に

ι

十
乞
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ハ
悶
令
二
条
二
一
一
号
の
二
、
-
一
条
の
三
て
少
な
く
と
も
植
樹
帯
は
十
分
収
用
対
象
と
な
り
う
と

と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
事
業
か
ら
発
生
す
る
騒
音
等
を
緩
和
す
る
目
的
に
限
定
さ
れ
た
緩
衝
器
地
帯
に
つ
い
て
は
、
周
辺
ヘ
ー
騒
音

の
飛
散
等
を
抑
止
す
る
こ
と
が
事
実
施
行
者
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
理
論
上
収
用
対
象
と
し
て
認
め
え
な
い
わ
け
で
は
な
L

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
る
公
害
防
止
の
効
果
と
収
用
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
当
該
土
地
の
利
益
ハ
上
記

①
@
〉
と
の
特
に
慎
重
な
比
絞
衡
量
が
必
要
で
あ
る
〈
例
え
ば
、
緩
衝
録
地
am
に
代
え
て
防
車
田
墜
に
よ
り
対
処
で
き
な
い
か
、
当
該
土
地
の
現

在
の
刺
用
状
況
は
ど
う
か
、
等
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
-
Y
し
か
し
、
緩
衝
緑
地
帯
と
い
っ
て
も
騒
音
地
域
の
事
前
買
収
と
い
う
性
絡
の

も
の
に
つ
い
て
は
収
用
・
使
用
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
レ
だ
ろ
う
@
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@ 

事
業
計
画
が
、

土
地
利
用
基
本
計
画
、

都
市
計
画

農
業
地
滋
振
興
整
備
計
画
等
の
土
地
利
用
に
関
す
る
各
種
の
計
画
と
斉
合
性

都
市
施
設
と
し
て
都
市
計
画
の
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
施
設
の
建
設
事
業
に
つ

を
保
っ
て
レ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
。

本
法
の
事
業
認
定
に
よ
っ
て
収
用
権
を
発
生

レ
て
は

都
市
計
画
事
業
の
認
可
又
は
承
認
ハ
都
計
法
五
九
条
)
に
よ
っ
て
で
は
な
く

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ハ
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
主
祭
多
数
に
の
ぼ
る

c

五
一
こ
の
場
合
、

J

早

計

画

の

注

の

川

的
・
性
格
か
ら
み
て
、
施
設
の
位
置
・
構
造
等
は

V原
則
と
し
て

u

都
市
計
画
決
定
の
内
容
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

原
則
と
し

。
道
路
縦
造
令

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
等
の
法
令
に
お
い
て
施
設
に
関
す
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は

て
事
業
計
画
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

も
っ
と
も

』
れ
ら
の
基
準
に
は
弾
力
規
定
が
お
か
れ
て
レ
る
場
合
が

多
く
、

@
 

こ
の
場
合
に
は

認
定
庁
が
事
業
計
画
の
合
理
性
に
つ
い
て
独
自
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

公
共
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
騒
音
等
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
〔
①
@
S

こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
面
へ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、

比
較
衡
量
に
当
た
っ
て

当
然
そ
の
対
策
に
よ
る
効
果
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

掴

m
u
、
他
方

な
ら
た
い
。

@
認
定
実
務
上
、
事
集
計
画
の
単
位
に
つ
い
て
は
、
当
政
事
業
計
画
の
み
に
よ
っ
て
供

m削
始
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か

っ
、
公
益
性
を
発
揮
し
う
る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
く
、
必
ず
し
も
計
画
中
の
事
業
計
画
全
体
を
認
定
の
単
位
と
す
る
必
要
は
な
レ
、
と

の
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
速
道
路
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
チ

z

ン
ジ
か
ら
次
の
イ
ン
タ
ー
チ
z
シ
ジ
ま
で
の
聞
が
、

鉄
道
で
あ
れ
ば
駅
か
ら
次
の
駅
ま
で
の
聞
が
、
そ
の
単
位
と
な
る
。
昭
和
六
三
年
以
降
は
、
さ
ら
に
、
工
区
単
位
等
に
縮
小
す
る
こ

と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
(
一
八
条
【
注
解
】

6ω
〉。

の
公
益
性
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
体
計
画
に
つ
い
て
そ
の
公
益
性
・
土
地
利
用
の
合
理
性
を
一
応
概
括
的
に
判
断
し

た
う
え
で
、
右
の
如
き
部
分
的
な
事
業
計
画
の
審
査
を
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
買
収
済
み
で
収
用
・
使
用
を
全
然
必
要
と
し
な
い
区

元
来

こ
の
種
の
事
業
は
全
体
計
画
が
実
施
さ
れ
て
は
じ
め
て
完
全
な
る
事
業

間
に
つ
い
て
ま
で
煩
雑
な
手
続
を
履
践
し
て
事
業
認
定
を
行
う
実
益
に
乏
し
い
。
他
方
、
現
実
に
収
用
・
使
用
を
必
要
と
す
る
土
地

は
お
の
区
間
内
の
極
く
一
部
の
区
域
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
事
業
の
公
益
性
は
、
そ
の
よ
う
な
一
部
の
区
減
の
み
に
よ
っ
て

は
発
仰
さ
れ
え
な
レ
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
運
用
が
行
わ
れ
て
レ
る
。

OJ20条(事業の認定の要件〉

こ
の
よ
う
な
遅
刻
安
態
か
ら
み
て
、
比
較
衡
量
に
当
た
っ
て
は
、
右
の
よ
う
な
事
業
が
有
す
る
公
益
性
は
、
全
体
計
画
か
ら
切
り

離
し
た
当
該
区
間
の
み
の
公
益
性
と
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
全
体
計
画
の
完
成
を
前
提
と
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
当

該
区
間
の
公
益
性
と
し
て
、
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

@ 

収
用
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
利
益
が
他
の
場
所
に
お
い
て
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
と
レ
う
事
情
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

(
長
野
地
判
昭
六
一
・
五
・
一
五
判
例
土
地
法
土
地
収
用
法
八
九
七
・

2
Y

@
実
際
上
、
工
事
が
一
部
着
工
さ
れ
て
か
ら
事
業
認
定
の
申
請
が
行
わ
れ
る
場
合
が
非
常
に
多
レ
。
ま
た
、
極
端
な
場
合
に
は
、
工

事
完
成
後
に
申
請
さ
れ
る
こ
と
も
例
外
的
に
見
受
け
ら
れ
る
〈

6ω
①
@
参
照
)
。
法
令
上
、
こ
れ
ら
を
禁
ず
る
規
定
は
ど
こ
に
も
存

在
し
な
レ
の
で
、
認
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
号
の
要
件
の
具
備
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
既

幻7



事業の認定等

成
事
実
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
レ
。

@
 

@
 

そ
の
利
害
得
失
の
検
討
が
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
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代
替
案
の
検
討
に
つ
い
て

公
益
事
業
を
企
画
す
る
過
程
で
は
、

る
。
し
か
し
、

い
く
つ
か
の
代
替
案
が
用
意
さ
れ
、

本
法
自
体
に
は

事
業
認
定
庁
が
申
請
に
係
る
事
業
計
画
と
代
替
案
と
の
比
較
検
討
を
す
べ
き
旨
の
明
文
の
規
定
は

113寧

事
業
認
定
庁
に
は
こ
の
比
較
検
討
を
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
的
義
務
ま
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ

存
し
な
い
か
ら
、

し
た
が
っ
て
、

一
般
に
は
、

代
替
案
と
の

の
比
較
検
討
は
事
業
計
画
の
合
理
性
を
審
査
す
る
う
え
で
極
め
て
有
効
な
方
法
で
あ
り
、

事
業
認
定
の
実
務
に
お
い

比
較
検
討
を
行
う
と
い
う
の
が
事
業
認
定
庁
の
ノ
ー
マ
ル
な
審
査
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
-

て
は
、
事
業
認
定
申
請
書
の
添
附
書
一
顕
で
あ
る
事
業
計
画
書
中
「
起
築
地
等
を
当
該
事
業
に
崎
山
一
1
1
と
が
相
当
で
あ
り
、

地
等
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
和
舟
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
理
由
」
ハ
佳
品
行
規
則
去
動
「
号
へ

V

に
お
い
て
代
曾
案
・
む
の
比
較
検
討
に
つ

又
は
土

い
て
記
述
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
そ
の
よ
う
な
記
述
を
行
う
べ
く
指
導
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
ジ
ュ
リ
街
国
百
選
一
一
一
二
を
も
参
照
さ
れ
た
い
J
。

一
号
問
題
か
四
号
問
題
か

@
代
替
案
の
検
討
は
、

利
三
号
の
判
断
は
謡
束
行
為
、

あ
り
方
に
関
連
し
て
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

司
法
統
制
の

四
号
の
判
断
は
自
由
裁
量
行
為
と
レ
う
峻
別
論
に
立
つ
場
合
に
は
、

」
の
問
題
は
、

両
要
件
の
裁
量
性
に
本
質
的
な
差
異
は
な
く
、

い
ず
れ
も
あ
る
程
度
の
幅

実
質
的
に
は
無
用
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

ハ
阿
部

の
裁
量
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
の
立
場
に
立
つ
場
合
に
ほ
、

』
の
問
題
は
、

泰
隆
・
行
政
裁
量
と
行
政
教
済
一
二
八
三

と
は
い
え
、
.
と
う
解
す
る
の
が
妥
当
か
、

以
下
検
討
す
る
。

判
例
に
は
、
三
号
の
判
断
は
、
当
政
事
業
計
画
と
こ
れ
に
供
さ
れ
る
土
地
と
の
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か

ら

よ

j
事
業
計
画
の
み
が
判
断
の
対
象
と
な
り
、
代
替
案
の
有
無
、
内
容
と
い
っ
た
事
情
は
判
断
の
対
象
と
な
ら
ず
、
む
し

ろ
、
四
号
の
判
断
に
当
た
っ
て
考
慮
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
が
あ
る
ハ
前
記
西
大
津
バ
イ
パ
ス
事
件
大
津
地
判
〉
。

同

旨
の
学
説
も
あ
る
(
青
木
康
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
一
一
六
l
一一一
1
六
二
〉
。

し
か
し
、

右
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
と
い
う
方
法
論
に
立
っ
た

本
号
の
解
釈
門
前
記
帥
v
を
余
り
に
も
厳
格
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
け
だ
し
、
第
一
に
、
起
築

地
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
を
捨
象
し
て
、
ひ
た
す
ら
起
業
地
の
み
に
つ
い
て
利
益
の
比
較
衡
量
を
す
る
と
レ
う
よ
う
な
こ
と
は
お

よ
そ
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
妥
当
で
も
な
レ
か
ら
で
あ
り
(
例
え
ば
包
築
地
を
若
干
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
障
と
な
る
家
屋
の

数
を
減
少
さ
せ
え
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
検
討
は
、
土
地
刺
mm
上
の
判
断
と
し
て
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
J
‘
第
二
に
、
前
述
の
と
お

り
、
比
較
衡
量
の
方
法
に
関
し
て
、
価
値
評
価
の
絶
対
的
・
客
観
的
な
尺
度
基
準
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
起
業
地

に
つ
い
て
の
み
刺
益
の
比
較
衡
量
を
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
土
地
利
用
上
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
検
討
の
範
囲
を
申
請
に
係
る
起
業
地
の
周
辺
に
ま
で
拡
大
し
て
、
一
定
の
地
域
的
な
広
が
り
の
中
で
土
地
利
用
上
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
認
定
の
実
務
に
お
い
て
は
、
代
替
案
の
検
討
は
、
三
号
要
件
の
問
題

と
し
て
按
わ
れ
て
お
り
ハ
昭
二
六
・
二
了
二
五
管
理
局
長
通
牒
「
土
地
収
用
法
第
三
軍
事
業
の
毘
定
の
規
定
運
用
に
関
す
る
件
」
一
一

ws

照
〉
、
ま
た
、
判
例
の
大
勢
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
レ
る
(
日
光
太
郎
杉
事
件
一
審
及
ぴ
鐙
続
審
判
決
、
新
東
京

悶
際
安
絡
事
件
東
京
地
判
、
神
戸
地
判
昭
玄
丸
・
三
・
一
四
判
時
一
一
一
一
一
四
l
六
七
、
長
野
地
判
昭
六
一
・
五
・
一
五
判
例
土
地
法
土
地
収
用
法

八
九
七
・

2
、
金
沢
地
判
昭
六
一
・
=
了
二
一
判
自
治
二
九
l
六
五
、
そ
の
鐙
訴
審
名
古
屋
高
金
沢
支
判
昭
六
三
・
四
・
一
一
一
一
判
例
土
地
法
土

地
収
用
法
八
九
七
・
卵
、
名
古
屋
地
判
平
二
・
一

0
・
三
一
判
時
一
一
一
一
八
一

l
三
七
、
水
戸
地
判
平
三
・
九
・
一
七
判
自
治
九
三
1
八
六
〉
。

;n20条(事業の認定の要件}

川
も
っ
と
も
、
代
替
案
の
検
討
は
専
ら
三
号
要
件
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
四
号
要
件
の
審
査
に
当
た
っ
て
も
代

替
案
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
述

6ω
①
に
述
ベ
る
と
お
り
、
四
号
要
件
に
は
、
収
用
文
は
使
用
と
い

う
取
得
手
段
を
と
る
こ
と
の
必
要
性
と
レ
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
四
号
要
件
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
任

意
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
に
国
公
有
地
を
活
用
す
る
別
案
が
な
い
か
否
か
と
レ
う
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
代
替
案
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
織
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

代
替
案
検
討
の
程
度
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事業の認定等第 3寧

法
令
上
は
起
業
者
に
代
替
案
の
提
示
を
義
務
づ
け
る
よ
う
な
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
認
定
庁
自
ら
が
独
自
に
代
替
案
を

280 

設
定
し
検
討
す
る
こ
と
ま
で
法
令
上
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
三
号
又
は
四
号
の
判
断
に
当
た
っ
て
代
替

案
の
検
討
と
い
う
作
業
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
は
い
え
ず

起
業
者
提
示
の
資
料
等
か
ら
明
ら
か
に
他
の
案
が
優
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
な
レ
限
り
、

事
業
認
定
が
違
法
と
な
る
も
の
で
な
レ

(
同
旨
新
東
京
国
際
空
港
事
件
東
京
地
判
〉
。

も
っ
と
も
、
認
定
庁
は
、
認
定
に
当
た
っ
て
心
証
を
形
成
す
る
に
必
要
で
あ
れ
ば

起
業
者
に
代
替
案
の
作
戒
を
求
め
る
こ
と
も

」
れ
に
よ
り
代
替
案
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

起
業
者
相
提
示
の
案
が
な
い
場
合
に
お
し
γ

て

ま
た

当
然
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

も
、
@
川
で
述
ベ
た
と
お
り
、
起
業
地
周
辺
の
土
地
別
用
を
考
慮
し
た
う
え
で
ハ
そ
の
意
味
で
は
、
代
替
案
を
無
意
識
の
う
ち
に
恕
定
し

検
討
し
た
う
え
で
、
と
も
い
え
よ
う
J
、

号
の
判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
。

四
条
地
に
つ
レ
て
も

ωω
の
趣
旨
に
準
じ
て
、
利
益
の
比
較
衡
量
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
通
常
の
土
地
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

組
処

基
本
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
レ
。

ω
三
号
要
件
の
裁
量
性

①
三
号
要
件
の
判
断
は
鴇
京
さ
れ
た
も
の
又
は
蒋
京
裁
量
で
あ
る
の
か

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
一
致
し
て
い
な
い
。

ち
、
@
と
@
は
後
説
に
立
つ
。

こ
の
点
に
関
し
て
は

四
条
【
注
解
】
3
を
参
照
さ
れ
た
レ
。

そ
れ
と
も
、
行
訴
法
三

O
条
の
適
用
を
受
け
る
裁
量
行
為

以
下
、
判
例
の
説
く
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
。
@
か
ら
の
ま
で
は
前
説
に
立

@ 

松
原
下
室
ダ
ム
事
件
東
京
地
判
ハ
前
掲
〉
「

号
の
要
件
は
事
柄
の
性
質
上
裁
量
の
余
地
を
含
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
も
事
業
の

認
定
が
収
用
権
の
発
動
と
レ
う
椛
力
的
行
政
行
為
の
基
礎
と
な
る
一
つ
の
処
分
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
各
要
件
を
具
備
す
る
こ
と

を
積
紙
的
に
肯
定
す
る
に
つ
い
て
は
担
当
の
合
理
的
根
拠
に
基
く
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す
ベ
く

き
す
れ
ば
そ
の
判
断
は
語
家

さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
し
て
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
る
」

@ 

輪
中
提
事
件
名
古
屋
地
判
ハ
前
掲
V

「
第
一
号
な
レ
し
第
三
号
の
各
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
各
号
の
要
件
の
性
質
上

罷
東
さ
れ
た
判
断
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

の
西
大
津
バ
イ
パ
ス
事
件
大
津
地
割
(
前
掲
)
「
一
二
号
の
要
件
は
、
そ
の
判
断
事
項
が
収
用
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
:

¥
し
か
も
・
謀
議
の
認
定
が
収
用
権
の
発
動
と
い
う
国
民
の
権
利
を
剥
奪
す
る
に
至
る
一
つ
の
処
分
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ

の
判
断
は
麗
束
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」

日
光
太
郎
杉
事
件
東
京
高
判
ハ
前
掲
)
「
控
訴
人
建
設
大
臣
が
、
こ
の
点
(
=
一
号
)
の
判
断
を
す
る
に
つ
レ
て
、
，
或
る
範
囲
に
お
い
て

裁
量
判
断
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
も
こ
れ
を
認
め
る
に
苔
か
で
は
な
レ
。
し
か
し
、
こ
の
点
の
判
断
が
前

認
定
の
よ
う
な
諾
要
素
、
諾
価
値
の
比
較
考
量
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
控
訴
人
が
こ
の
点
の
判
断
を
す
る
に
あ

た
り
、
本
来
最
も
重
視
す
べ
き
諸
要
素
、
諸
価
値
を
不
当
、
安
易
に
軽
視
し
、
そ
の
結
果
当
然
尽
す
べ
き
考
慮
を
尽
さ
ず
、
ま
た
は

@ 
本
来
考
慮
に
容
れ
る
べ
き
で
な
レ
事
項
を
考
慮
に
容
れ
も
し
く
は
本
来
過
大
に
評
価
す
ベ
き
で
な
レ
事
項
を
過
重
に
評
価
し
、
こ
れ

ら
の
こ
と
に
よ
り
同
控
訴
人
の
こ
の
点
に
関
す
る
判
断
が
左
右
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
控
訴
人
の
右
判
断
は
と

り
も
な
お
さ
ず
裁
量
判
断
の
方
法
な
い
し
そ
の
過
程
に
誤
り
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
違
法
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る」

第20条(事業の認定の要件〉

@
新
東
京
国
際
空
港
事
件
東
京
地
判
(
前
掲
〉
「
一
般
に
事
業
計
画
が
「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
か
否

か
の
事
業
認
定
庁
の
判
断
に
は
性
質
上
裁
量
判
断
の
余
地
が
認
め
ら
れ
:
:
:
、
特
に
右
の
よ
う
な
当
該
事
業
計
画
案
と
代
替
案
と

の
優
劣
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
種
々
の
公
益
な
い
し
私
益
の
剥
益
衡
量
を
要
し
、
性
質
上
必
然
的
に
政
策
的
又
は
専
門
技
術
的
な

判
断
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
広
レ
裁
量
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
い
う
ベ
く
、
代
替
案
の
方
が
事
業
計
画
案
よ
り
も
著
し
く

優
れ
て
レ
て
、
事
業
認
定
庁
の
判
断
が
社
会
通
念
上
著
し
く
不
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
裁
量
の
逸
脱
又
は
濫
用
が
あ

り
違
法
と
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
ハ
水
戸
地
判
平
三
・
九
・
一
七
ハ
前
掲
〉
は
悶
じ
。
名
古
屋
高
金
沢
支
判
昭
六
三
・
四
・
一
三
判

281 

例
土
地
法
土
地
収
用
法
八
九
七
・
%
、
名
古
屋
地
判
平
二
・
一

0
・
三
一
判
時
一
三
八
一
|
三
七
も
同
旨
〉



事業の認定等

① 

学
説
も
、
判
例
と
同
様
に
、
二
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
三
号
の
要
件
の
判
断
は
聴
束
さ
れ
た
も
の
(
寵
東
裁
量
も
含
め
)
と
解
す
る
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説
と
し
て
、
柳
瀬
二

O
四
、
中
川
H
兼
子
・
収
用
、
税
金
一

O
五
(
菊
井
康
郎
〉
、
青
木
康
・
前
掲
が
あ
り
、
右
の
判
断
は
行
訴
法
三

O
条
の
適
用
を
受
け
る
裁
量
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
説
と
し
て
、
中
川
H
兼
子
・
収
用
、
税
金
二
九
八
ハ
荒
秀
〉
、
小
高
一
五
七
、
柴

第 31韓

田
義
明
・
名
古
屋
大
学
法
学
論
集
五
一

l
一
一
八
、
阿
部
泰
隆
・
判
評
一
五
二
|
一
二
、
塩
野
宏
・
判
評
一
七
八
|
二
回
、
原
因
尚

彦
・
判
タ
三

O
一
|
七
七
、
同
・
ジ
ュ
リ
昭
四
八
重
要
判
例
解
説
四
ニ
等
が
あ
る
。

@
麗
束
説
の
根
拠
づ
け
は
、
①
の
@
の
の
判
例
や
青
木
康
・
前
掲
が
述
べ
る
と
お
り
、
そ
も
そ
も
事
業
認
定
処
分
と
い
う
も
の
は
国

民
の
財
産
権
を
剥
奪
す
る
に
至
る
根
幹
的
処
分
で
あ
る
と
い
う
右
処
分
の
性
質
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
づ
け
は
、

美
濃
部
博
士
の
「
人
民
ニ
対
シ
テ
其
ノ
既
存
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
又
ハ
新
ニ
之
ニ
義
務
ヲ
命
ズ
ル
行
為
ハ
法
規
ノ
明
文
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ

行
政
権
ノ
自
由
裁
量
ニ
任
ズ
ル
ガ
如
ク
ナ
ル
場
合
一
一
於
テ
モ
、
其
ノ
裁
量
ハ
常
ニ
寵
東
セ
ラ
レ
タ
ル
裁
量
ニ
シ
テ
、
単
ニ
便
宜
問
題

ノ
裁
量
タ
ル
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
の
説
〈
行
政
法
提
要
上
(
第
五
版
〉
四
三
。
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
藤
田
宙
靖
・
行

政
法
I
第
三
版
(
総
論
〉
一
一
一
審
照
〉
の
系
譜
に
属
し
て
い
る
。
他
方
、
裁
量
説
の
根
拠
づ
け
は
、
①
の
@
の
判
例
や
多
く
の
学
説

の
説
く
よ
う
に
、
三
号
要
件
の
審
査
が
政
策
的
判
断
又
は
専
門
技
術
的
判
断
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

① 

以
下
に
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
。

麗
束
説
を
と
る
前
記
①
の
@
か
ら
の
ま
で
の
判
例
は
、
い
ず
れ
も
、
四
号
要
件
の
判
断
は
行
訴
法
三

O
条
の
対
象
と
な
る
裁
量
行

為
〈
自
由
裁
量
行
為
)
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
が
@
で
述
べ
た
よ
う
な
根
拠
づ
け
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
の

四
号
要
件
の
判
断
も
ま
た
寵
束
さ
れ
た
判
断
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
、
論
理
は
一
貫
し
な
レ
と
忠
わ
れ
る
(
前
記
美
濃
郎

@ 

で
あ
れ
ば
、

得
士
の
説
参
照
〉
。

@ 

専
門
技
術
的
判
断
を
要
す
る
不
確
定
概
念
の
解
釈
に
つ
レ
て
、
何
故
に
、
裁
判
所
は
行
政
庁
の
専
門
知
識
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
レ
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
レ
な
レ
と
す
る
見
解
が
あ
る
ハ
宮
回
三
郎
「
行
政
裁
量
」
現
代
行
政
法
大
系
2
五
七
〉
が
、
そ

E

R

降
E
H

一
応
こ
こ
で
は
、
通
説
判
例
が
い
う
よ
う
に
、
専
門
技
術
的
判
断
を
要
す
る
場
合
に
は
、
行
政
庁
の
要
件
裁

量
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
果
た
し
て
、
事
業
認
定
庁
の
三
号
要
件
の
判
断
に
は
、
こ
の
よ
う
な
専
門
技
術
的
知
識
を

必
要
と
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
実
に
事
業
認
定
庁
に
お
け
る
審
査
は
こ
の
よ
う
な
専
門
技
術
的
知
識
を
以
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
懐
疑
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
川
事
業
計

画
が
単
純
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
専
門
技
術
的
知
識
を
必
要
と
し
な
い
。
附
三
条
各
口
方
列
記
の
事
業
に
は
種
々
様
々
の
も
の

こ
ま
で
は
論
及
せ
ず
、

が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
全
て
に
つ
い
て
事
業
認
定
庁
が
自
ら
専
門
的
知
識
を
以
っ
て
審
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
法
上
期
待

さ
れ
て
レ
な
レ
、
刷
大
規
模
な
事
業
計
画
の
場
合
に
は
、
公
益
実
現
の
程
度
の
見
積
り
(
例
え
ば
道
路
建
設
に
つ
い
て
は
計
画
交
通
量
や

発
生
す
る
道
路
交
通
騒
音
の
予
測
、
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
計
画
潟
水
流
量
の
設
定
て
代
替
案
と
の
比
較
と
い
っ
た
作
業
に
つ
レ
て
専
門
技

術
的
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
こ
の
知
識
を
有
し
て
レ
る
の
は
起
業
者
で
あ
っ
て
事
業
認
定
庁
で
は
な
く
、

事
業
認
定
庁
は
、
こ
の
起
業
者
の
知
識
を
あ
る
程
度
信
頼
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
う
え
で
(
二

三
条
〉
、
社
会
に
支
配
的
な
価
値
観
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ハ
こ
の
点
に
つ
き
、
前
記
の
松
原
下
笠
ダ

ム
事
件
東
京
地
判
が
「
起
業
者
の
裁
量
」
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
)
、
か
ら
で
あ
る
。

第20条(事業の認定の要件}

こ
の
よ
う
に
必
ず
し
も
専
門
技
術
的
知
識
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
事
業
認
定
庁
の
判
断
に
つ
い
て
、
専
門
技
術
性
を
根
拠

と
し
て
そ
の
裁
量
性
を
論
ず
る
こ
と
は
レ
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
道
路
建
設
の
必
要
性
と
環
境
保
全
の
必
要
性
と
い
う
相
対
立
す
る
価
値
の
軽
重
に
つ
い
て
、
行
政
府

の
政
策
的
判
断
と
し
て
、
三
号
要
件
に
関
す
る
判
断
を
下
す
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
に
お

レ
て
は
、
事
業
認
定
庁
の
判
断
に
裁
量
性
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
レ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
政
策
的
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
社
会
に
普
遍
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
価
値
の
評
価
基
準
を
見
出
し
が
た
レ
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
評
価
基
準
を
見
出
し
う
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
判
断
を
論
ず
る
余
地
は
少
な
レ
と
思
わ
れ
る
。
現
実
に
は
、
後
者
の
事
案
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;83軍事業の認定等

が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。

裁
量
性
を
意
認
し
て
い
る
①
の
@
及
び
@
の
判
例
に
示
さ
れ
た
司
法
判
断
の
過
程
は
、
仔
細
に
こ
れ
を
読
む
と
、
裁
量
性
を
否
認

す
る
①
の
@
か
ら
の
ま
で
の
判
例
に
一
不
さ
れ
た
判
断
過
程
と
基
本
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
を
見
出
し
が
た
い
。
こ
れ
は
、
事
業
認
定
処

分
が
右
の
@
や
の
に
述
べ
た
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
「
罷
束
と
裁
量
の
相
対
比
」

を
裏
付
け
る
一
つ
の
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

28f 

@ @
前
記
①
@
の
日
光
太
郎
杉
事
件
東
京
高
判
は
、
行
政
庁
の
判
断
過
程
を
統
制
す
る
と
レ
う
、
裁
量
処
分
に
関
す
る
司
法
審
査
の
方

式
を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
、
学
説
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
、
続
野
・
前
鈎
、
原
因
・
前
掲
ニ
晶
画
文
、
田
村
U
芝
池
・
前

縄
、
沢
秀
和
・
行
政
法
を
学
ぶ
1
一
四
一
ニ
ハ
室
井
力
H
溢
野
宏
編
)
誼
守
〉
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
を
よ
く
読
む
と
、
「
設
量
判
断
の
方
法
な
い

し
過
程
に
過
誤
が
あ
っ
た
」
と
い
う
表
現
が
数
回
用
レ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
判
決
は
、
他
の
判
決
Lι

同
織
に
、
事
業

認
定
庁
の
判
断
に
つ
い
て
そ
の
過
程
の
み
な
ら
ず
実
質
的
内
容
の
面
か
ら
も
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
結
論
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
て
レ
る
審
査
の
方
式
は
、
実
質
的
に
は
、
行
政
庁
の
判
断
に
裁
判
所
の
判
断
を
代
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
司

法
審
査
を
行
う
と
い
う

一
俊
的
に
用
レ
ら
れ
て
い
る
「
実
体
的
判
断
代
置
方
式
」
(
阿
部
泰
隆
「
原
発
訴
訟
を
め
ぐ
る
法
律
上
の
論
点
L

事
業
認
定
処
分
の
司
法
審
査
は
、
特
殊
な
事
案
の
場
合
は
別
と
し
て
一

般
的
に
は
、
原
子
炉
設
置
許
可
の
司
法
審
査
の
如
く
高
度
の
専
門
技
術
的
知
識
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
に

と
っ
て
比
較
的
容
易
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
情
に
あ
る
か
ら
、
レ
わ
ゆ
る
手
続
的
審
理
方
式
や
判
断
過
程
の
統
制

方
式
の
み
で
結
論
が
泊
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
実
際
上
あ
り
え
な
レ
の
で
は
な
レ
か
と
思
わ
れ
る
。

判
タ
三
六
二
l
一
回
参
悩
む
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
レ
。

6 

四
号
要
件

ω
昭
二
六
・
一
二
・
一
五
管
理
局
長
通
牒
「
土
地
収
用
法
第
三
章
事
業
の
認
定
の
規
定
運
用
に
関
す
る
件
」
一
一
円
は
、
本
号
の
要
件
の

意
味
は
、
申
請
に
係
る
個
々
の
事
業
が
有
す
る
具
体
的
な
公
益
性
の
有
無
を
判
断
す
る
と
と
ろ
に
あ
る
と
レ
う
解
釈
に
立
っ
て
お
り
、

軍，
hU
軍
事

¥す
h

b
・りげ
h
n
'

・e
晶、u恥

れ

-
f，
J

h

撃。

ま
た
、
同
織
の
解
釈
に
立
っ
と
見
ら
れ
る
判
決
例
(
新
東
京
国
際
空
港
事
件
東
京
地
判
門
前
鍋
己
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
意
味
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
三
号
の
要
件
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

(
5
e
照
三
そ
う
で
は
な
く
て
、
四
号
に
お
い
て
は
、
一
号
か
ら
三
号
ま
で
の
要
件

の
判
断
に
お
レ
て
考
慮
さ
れ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
レ
て
、
広
く
、
①
収
用
・
使
用
と
い
う
取
得
手
続
を
と
る
こ
と
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
@
そ
の
必
要
性
が
公
益
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
の
観
点
か
ら
判
断
を
加
え
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し

て
レ
る
と
解
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
論
点
を
検
討
す
る
。
本
号
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
で
尽
く
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
認
定
庁
は
、
多
面
的
に
公
益
上
の
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

① 

収
用
・
使
用
と
い
う
取
得
手
段
を
と
る
必
要
性

@ 

起
業
者
が
任
意
取
得
済
み
で
あ
る
か
、
又
は
任
意
取
得
に
つ
レ
て
の
権
利
者
の
合
意
が
あ
る
場
合
の
加
き
は
、
本
号
の
要
件
を
み

た
す
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
法
上
起
業
者
が
事
業
認
定
を
申
請
す
る
に
つ
き
土
地
の
一
筆
ご
と
の
調
査
や
権
利
者
の
調
査
ま
で
要
求
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
、
認
定
に
当
た
っ
て
、
収
用
・
使
用
と
い
う
取
得
手
段
の
必
要
性
は
抽
象
的
に
存
在
し
て
お
れ
ば
足
り
、
個
別
権
利
者
と
の

第鉛条〈事業の認定の要件)

突
渉
経
緯
を
前
提
と
し
た
、
右
の
手
段
を
と
る
べ
き
具
体
的
な
必
要
性
の
存
在
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と
は
解
さ
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
起
業
者
が
権
利
者
と
全
然
交
渉
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
以
っ
て
四
号
の
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
、
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
レ
三
六
条
【
注
解
】

3ω
多
照
〉
。

工
事
が
完
成
し
た
後
に
お
レ
て
も
、
事
業
の
認
定
を
行
レ
、
未
取
得
地
を
収
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
〈
行
判
明
四
一
・
ニ
・
一

行
録
一
九
|
一
五
、
岡
大
二
・
三
・
一
七
行
線
二
回
|
二
五
回
、
同
大
七
・
五
・
ニ
七
行
録
ニ
九
l
四
三
九
、
同
大
八
・
一

0
・
四
行
録
三
O
l
七

@ 
九
O
、
岡
大
一
三
・
五
・
ニ
六
行
録
三
五
|
四
O
六
、

岡
昭
四
・
七
・
二
三
行
録
四
O
|
八
六
九
、
宇
都
宮
地
判
昭
五
七
・
二
・
一
八
行
集
三
三
l

一
・
二
l
-
O
三
三
同
旨
の
行
政
回
答
が
あ
る
(
徳
内
崎
県
土
木
都
長
宛
計
画
局
総
吻
課
長
回
答
昭
一
三
・
二

7
二
五
〉
。
工
事
完
成
後
に
収

用
・
使
用
の
必
要
性
が
生
ず
る
場
合
と
し
て
は
、
⑤
事
業
が
起
工
承
諾
に
よ
り
完
成
し
た
が
、
取
得
等
の
協
議
が
成
立
し
な
い
場

285 
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合
、
@
一
時
借
地
に
よ
り
工
事
が
完
成
し
た
が
買
収
の
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合

①
起
業
者
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
土
地
所
有

286 

者
等
に
無
断
で
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

@
任
意
契
約
又
は
使
用
裁
決
に
よ
る
使
用
期
間
が
到
来
し

期
間
吏
新
の
協
議
が
と
と
の

~3 意

わ
な
い
場
合
、
@
工
事
完
成
後
取
得
し
た
用
地
に
つ
レ
て
起
業
者
が
対
抗
し
え
な
い
第
三
者
が
出
現
し
こ
の
第
三
者
と
の
協
議
が
と

と
の
わ
な
い
場
合
、
①
工
事
完
成
後
収
用
又
は
使
用
の
裁
決
が
失
効
し
た
場
合
等
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
起
業
者

は
、
無
権
原
と
な
り
、
土
地
所
有
者
等
の
関
係
に
お
い
て
不
法
と
な
る
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
と
レ
う
取
得
手
段
を
と
る
必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
ハ
こ
れ
ら
の
場
合
、
事
業
を
臨
防
止
す
る
と
公
益
に
支
障
が
生
ず
る
と
の
理
白
か
ら
妨
害
排
除
の
論
家
は
権
利
の
濫
周
と
し
て
否
認
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
領
害
賠
償
の
請
求
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
・
大
判
大
五
・
ニ
・
二
ハ
民
録
一
一
一
一

l
一
三
回
多
照
Y

現
実
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
業
認
定
の
申
請
が
さ
れ
る
こ
と
が
時
折
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
申
請
が
さ
れ
た
事
業
は
「
保
全

事
業
」
と
過
称
さ
れ
て
レ
る
。
保
全
事
業
に
つ
い
て
の
本
条
の
要
件
の
判
断
は
、
通
常
の
事
業
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
〈
、

工
事
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
保
全
事
業
に
係
る
裁
決
例
と
し
て
は

大
分
県
収
委
昭
五
六
・
八
・
一
裁
決
、
京
都
府
収
委
昭
五
七
・
一
二
・
二
二
裁
決
、
徳
島
県
収
委
平
元
・
九
・
一
九
裁
決
が
あ
る

(
と
も
に
架
空
送
電
線
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
る
Q
1

の

起
業
者
が
公
物
管
理
法
に
基
づ
く
権
限
を
自
ら
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
え
て
こ
の
権
限
を
行
使
せ
ず
、
本
法
を
適
用
し
て
土
地
等
の
収
用
又
は
使
用
を
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
レ
。
例
え
ば
、
河
川
工
事
に
支
障
と
な
る
河
川
区
域
内
の
占
用
物
件
に
対
し
て
起
業
者
で
あ
る
河
川
管
理
者
が
河
川
法
七
五

条
の
監
格
処
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
占
用
機
の
取
消
し
及
び
物
件
の
除
却
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て

監
将
処
分
を
せ
ず
、
本
法
に
よ
り
占
用
惟
の
収
用
及
び
物
件
の
除
却
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
の
如
し
。

@
申
請
に
係
る
事
業
計
画
が
土
地
利
用
上
適
正
か
つ
合
理
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
‘
用
地
を
容
易
に
任
意
で
取
得
し
う
る
代
替
案
が

な
い
か
ど
う
か
、
住
民
に
対
す
る
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
国
公
有
地
を
活
用
す
る
代
替
案
が
な
い
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
枚
討

は
、
必
要
に
応
じ
て
、
本
号
判
断
の
問
題
と
し
て
、
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

① 

公
益
適
合
性

@ 

土
地
利
用
上
適
正
・
合
理
的
で
あ
り
、
収
用
・
使
用
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
工
事
の
完
成
が
余
り
に
も
速
い
将
来

に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
公
益
目
的
に
合
致
し
な
レ
も
の
と
し
て
拒
否
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

何
年
先
ま
で
の
工
事
期
間
な
ら
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
に
つ
レ
て
は
、
本
法
に
は
直
接
の
定
め
は
な
い
が
、
買
受
権
の

成
立
が
事
業
認
定
の
時
か
ら
当
然
に
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
事
業
認
定
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、
買
受
維
の
要
件
を
定
め
た
一

O
六
条
一
項
の
規
定
が
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「一

0
年
間
の
不
供
用
」
の
解

釈
に
つ
レ
て
、
買
受
権
の
成
立
を
閉
止
す
る
に
は
事
業
認
定
の
告
示
後
一

O
年
内
に
起
築
地
全
体
に
つ
レ
て
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
説
ハ
一

O
穴
条
【
注
解
】
l
仰
安
切
多
照
〉
に
立
っ
と
き
に
は
、
工
事
の
完
成
が
事
業
認
定
の
告
示
か
ら
一

O
年

内
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
事
業
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
レ
う
疑
問
が
あ
る
つ

O
六
条
【
注
解
】

1
帥
⑦
⑥
怠
照
〉

D

工
事
完
成
時
期
に
つ
レ
て
は
、
明
文
を
以
っ
て
具
体
的
な
判
断
基
準
が
法
定
さ
れ
て
レ
る
わ
け
で
は
な
い

他
方
、

か
ら
、
認
定
庁
の
合
理
的
な
裁
量
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
の
考
え
方
も
十
分
成
り
立
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。

認
定
に
よ
る
社
会
的
影
響
の
考
慮
や
外
交
面
で
の
考
慮
を
本
号
の
問
題
と
す
る
か
本
条
柱
書
の
問
題
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

2 

.20条〈事業の認定の要件〉

@
 ωで

詳
説
し
た

0

0
 

か
り
に
一
号
か
ら
三
号
ま
で
の
要
件
を
充
足
し

起
業
者
が
公
益
目
的
に
反
す
る
よ
う
な
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

て
い
る
と
き
に
も
、
本
号
を
根
拠
に
認
定
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(2) 

本
号
の
判
断
が
裁
量
行
為
で
あ
る
こ
と
に
つ
レ
て
は
、
学
説
・
判
例
に
異
論
は
な
レ
。
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事業の認定等

(
土
地
の
管
理
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
意
見
の
聴
取
)

第
二
十
一
条
建
設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
レ
て
、

市
恨
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
の
添
附
が
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
起
業
地
内
に
あ
る
第
四
条
に
規
定

す
る
土
地
の
管
理
者
又
は
当
該
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
行
政
機
関
若
し
く
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
の
意
見
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
土
地
の
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
そ
の
他
そ
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
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第
十
八
条
第
三

第3$

2 

事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
、
建

こ
の
限
り
で
な
レ
。

事
業
の
施
行
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
行
政
機
関
又
は
そ
の
地
方
支
分
部
局
の
長
は
、

auw 

設
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
趣
旨
】

事
業
認
定
に
関
す
る
処
分
は
、

種
土
地
利
用
制
限
と
の
調
整
状
況

事
業
施
行
に
つ
い
て
の
免
許
等
の

申
請
に
係
る
事
業
と
四
条
地
や
各

状
況
を
多
面
的
に
審
査
し
た
結
果
の
判
断
と
し
て
、
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
本
条
は

」
の
判
断
の
誤
り
な
き
を
期
す
る
た
め
に
、
認
定

庁
が
自
ら
進
ん
で
関
係
行
政
能
関
等
の
意
見
を
聴
取
し
う
る
こ
と
と

関
係
行
政
機
関
等
の
側
に
お
レ
て
も
認
定
庁
に
意
見

す
る
と
と
も
に
、

を
述
べ
う
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

【注

解
‘」

2 

「
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
」
と
は
、
事
業
の
認
定
(
ニ

O
条
〉
及
び
事
業
の
認
定
の
拒
否
〈
二
八
条
〉
を
指
す
。

意
見
の
聴
取

。，a

こ
れ
ら
の
意
見
書
の
添
附
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
認
定
庁
は

必
ず
、

一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
照
会
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

四
条
地
の
管
理
者
に
意
見
照
会
を
し
た
結
果

回
答
が
な
い
場
合

又
は
事
業
の
施
行
に
反
対
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
認
定
庁
は
、
事
菜
の
認
定
が
行
え
な
い
の
で
は
な
く
‘
笥
突
す
る
二
つ
の
事
業
の
公
益
佳
の
大
小
の
判
断
を
慎
重
に
行

?ζ

う
え
で
、
認
定
す
る
か

拒
否
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
認
定
し
た
場
合
に
は
‘

四
条
地
と
い
え
ど
も
収
用
し
‘

又
は
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

(
四
条
参
照
U

。

土
地
利
用
の
制
限
に
関
す
る
所
管
行
政
機
関
の
意
見
を
照
会
し
た
結
果

回
答
が
な
い
場
合
又
は
制
限
を
解
除
で
き
な
い
旨
の
回
答

(3) 
カミ

あ
'コ
た
場
l込
t:I 

』主

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
事
業
の
認
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

回
答
が
な
レ
場
合
に
は
、
認
定
庁
は
回
答
を

得
る
べ
く
交
渉
す
る
必
要
が
あ
り

解
除
で
き
な
い
旨
の
回
答
が
あ
る
場
合
に
は

も
は
や
事
業
の
認
定
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
の
場
合
、
土
地
利
用
の
制
限
に
係
る
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
し
て
も
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
以
上
、
収
用
又
は
使
用
は
結
局
無
益
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、

か
か
る
収
用
又
は
使
用
を
認
め
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

第21条(土地の管理者及び関係行政後関の意見の聴取)

(4) 
か
ら
で
あ
る

事
業
の
施
行
に
関
し
免
許
等
の
権
肢
を
有
す
る
行
政
機
関
に
意
見
照
会
し
て
も
回
答
が
な
い
場
合
に
は
、
事
業
が
二

O
条
二
号
の
要

件
を
み
た
す
こ
と
の
判
断
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
レ
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
業
の
認
定
を
行
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

3 

「
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
は
、
添
附
さ
れ
た
意
見
書
一
の
内
容
に
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
、
意
見
書
の
内

4 
容
を
詳
細
に
知
る
必
要
が
あ
る
場
合
等
二

O
条
の
要
件
の
判
断
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
い
う
。

「
地
方
支
分
部
局
」
と
は
、
国
家
行
政
組
織
法
九
条
に
基
づ
く
国
の
行
政
組
織
を
指
す
。

一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
土
地
改
良
区
が
設
置
し
た
用
排
水
路
に
つ
い
て
、
当
該
土
地
改
良
区
が
解
散

し
た
た
め
そ
の
管
理
者
が
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
特
定
の
会
社
が
設
置
し
た
港
湾
施
設
ハ
例
え
ば
さ
ん
橋
)
に
つ
い
て
、
当
該
会
社
が
解
散

し
た
た
め
管
理
者
が
不
明
と
な
っ
た
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
管
理
者
の
氏
名
は
判
可
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5 

-L
し
る
が
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
場
合
も
、
こ

れ
に
該
当
す
る
。


